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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 モモ、ナシ混在地域でナシヒメシンクイが多発している場合には、モモでは新梢被害、ナシでは果実
被害が問題となる。そこで、複合交信攪乱剤（OTPP剤：コンフューザーPおよびOTP-N剤：コンフュー
ザーN）を本種の越冬成虫羽化前（県北では４月下旬）に早期処理したときの防除効果を検討した。

(1) 早期処理にともなう有効成分の早期消失を調査した結果、早期処理の120日以降でも成分は残
存しており（図１）、追加処理を必ずしも必要としなかった。また、OTPP剤よりもOTP-N剤が長期
間有効であった（図２）。

(2) 早期処理により防除効果に改善がみられ、モモの新梢被害は交信攪乱の連年処理効果によっ
て年々減少した（表１）。１年目の新梢被害率が1.4～7.5％で推移したのに対し、２年目には被害
がなくなった（表１）。

(3) しかし、ナシでは果実被害を完全に抑えることはできず、2001年には被害果が見られた。そこ
で、2002年には第４世代幼虫防除時期に殺虫剤による補完散布を実施することで果実被害を抑
えることができた（表２）。

２ 期待される効果

(1) 混在地域では害虫が樹種間を移動して複数の作物に被害をあたえる。しかし、越冬成虫の羽化
前に交信攪乱処理することによって移動害虫を初発から防除できる。

(2) 複数年の連続処理によって害虫密度が顕著に減少するので、発生状況を見ながら補完防除を
削減できる。

３ 適用範囲

 県内全域。ナシヒメシンクイが多発しているナシ・モモ混在地域。ただし、急傾斜地等の交信攪乱成
分が流亡しやすい園、モモハモグリガ多発園を除く。

４ 普及上の留意点

(1) 複合交信攪乱剤の早期処理にともなって、有効成分の早期消失のおそれがあるので、気温の
推移に注意し、場合によっては７月下旬に登録使用量の範囲内で追加処理する。

(2) 害虫密度が異常に高い場合には交信攪乱処理だけでの防除は不十分であり、必ず薬剤による
補完防除を実施する。

(3) 園内の害虫発生を定期的に調査し、防除要否を判断する。

(4) OTP-N剤はモモハモグリガに対応しないので、モモ園で本剤を使用する場合には本種の発生に
十分注意する。
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